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評価方法・評価結果の扱いについて
（第三部会） 

１ 評価の対象 

令和 4年度に終了した事項立て研究課題の終了時評価 

２ 評価の目的 

「国の研究開発評価に関する大綱的指針」、「国土交通省研究開発評価指針」に基

づき、外部の専門家による客観性と正当性を確保した研究評価を行い、評価結果を今

後の研究の目的、計画等へ反映することを目的とする。 

３ 評価の視点 

必要性、効率性、有効性の観点を踏まえ、「目標の達成度」について終了時評価を

行う。 

【必要性】科学的・技術的意義、社会的・経済的意義、目的の妥当性等 

【効率性】計画・実施体制の妥当性等 

【有効性】目標の達成度、新しい知の創出への貢献、社会・経済への貢献、 

人材の育成等 

評価にあたっては、研究開発課題の目的や内容に応じ、研究課題毎に初期、中期、

後期の段階に振り分け、それぞれの段階に応じて、以下の留意すべき点を踏まえた評

価を行う。 

初期段階：先進的あるいは挑戦的な取組 

中期段階：実用化に向けた取組 

後期段階：普及あるいは発展に向けた取組 

４ 進行方法 

（１）評価対象課題に参画等している委員の確認

評価対象課題に参画等している委員がいる場合、対象の委員は当該研究課

題の評価には参加できない。（該当なし） 

（２）研究課題の説明（２０分）

（３）研究課題についての評価（２０分）

① 主査及び各委員により研究課題について議論を行う。

② 審議内容、評価等をもとに、主査が総括を行う。

５ 評価結果のとりまとめ及び公表 

評価結果は審議内容、評価用紙等をもとに、後日、主査名で評価結果としてとりま

とめ、議事録とともに公表する。 

なお、議事録における発言者名については個人名を記載せず、「主査」、「委員」、

「事務局」、「国総研」等として表記する。 

６ 評価結果の国土技術政策総合研究所研究評価委員会への報告 

本日の評価結果について、今年度開催される国土技術政策総合研究所研究評価委員

会に分科会から報告を行う。
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評価対象課題に対する事前意見 

研 究 名 自動運転空港除雪車両の導入に関する研究 

欠席の委員からのご意見 

○ 自動・自律化に必ず付いて回る問題として、ベテランオペレータの動きをどうやって表現す

るかという問題があります。本件については１つのシステムでこれを解決しようとせず、運転

支援、アシスト、映像鮮明化、モニターの各システムを組合せてこれを実現しようとされてい

るところに、実現化に向けた用意周到さを感じます。これにより熟練オペレータの非定型な操

作を拾上げることも可能になるのだろうと想像しています。

その上で 1 点希望します。空港としてはほぼ新千歳空港を想定されているとは思われます

が、稚内、函館、青森、秋田、新潟、仙台等の他空港も適用視野に入れた場合、新千歳でイン

プットされた教師データを他空港でも生かしていく道筋、あるいはこれら複数の空港全体にお

けるデータ相互のやり取りによるシステム確立を検討されることを望みます。空港が異なれば

当然、除雪のルートも異なるでしょうし、雪質や風の状態も異なります。異なる条件下であっ

ても、この画期的な自動運転空港除雪車両の導入が可能となり、システムの適用範囲が広がっ

て行くことを望みます。 
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